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Synopsis: In Chapter 5 of James Joyce’s novel A Portrait of the Artist as a Young Man, there is a depiction of a lecture 
on physics. This paper points out that the depiction of the physics lecture is closely similar to the explanation of 
resistance coil in the fourth or later edition of A Handbook of Electrical Testing written by Harry Robert Kempe, and 
then makes some comments on the lecture from the point of view of electrical engineering. Moreover, we attempt to 
gather more detailed information about “F. W. Martino” who was referred to as the inventor of an alloy, platinoid, in the 
lecture. Finally, we compare five representative Japanese translations of the novel with respect to their use of 
terminologies in translating the physics lecture. 
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I はじめに 
James Joyce（1882-1941）が20世紀の最も重要な小
説家の1人であることは今更言うまでもない。『Ulysses』
と『Finnegans Wake』で頂点に達する，Joyceの小説の
モダニズム文学の権化とも言うべき技巧的かつ難解な
作風は，かえってそれゆえに批評家や研究者の関心を
多く引きつけるところでもあり，この約1世紀の間に
蓄積されてきた膨大な量の Joyce 研究は，その広がり
と厚みから，しばしば「ジョイス産業」といういくぶ
ん揶揄的・自虐的な言い方をされるまでになっている。
そのように産業と言われるほどにあらゆる観点から掘
り下げて研究がなされている Joyce 文学であるが，本
論文では，Joyceの小説『A Portrait of the Artist as a Young 
Man』（以下『Portrait』と略す）の，今まであまり詳し
く調査されていなかったと思われるいくつかの事柄に
ついて，筆者は英文学の門外漢ではあるが，専門家の
御高説を仰ぐべく，気付いた事を述べたいと思う。 
『Portrait』の第 5 章に，約 1 頁分ほど，物理学（電
磁気学・電気工学）の講義風景が描写されている箇所
がある。本論文では，まず最初に，この物理学講義の
場面は，Joyce が，当時の電気工学の専門書の解説文
を借用して，一部を書き改めて小説の一場面としたも
のであろう，ということを指摘する。そして，講義の
描写が他書からの借用によるとするならば，その描写
に対しては，文学的解釈をおこなう前に，まずは借用
元の専門書の文脈に沿って実際的な電気工学の話とし
て語義を理解することが必要であろうと思われるので，
今までの文学的な注釈書・研究書には乏しかった電気
工学的な用語の解説をおこなう。次に，その物理学講
義の中で教授が platinoid という合金の発明者として名
前をあげる（つまり，借用元の電気工学の専門書の中
でも言及されている）「F. W. Martino」という人物に関
して調査した結果をいくつか述べる。最後に，『Portrait』
の代表的な日本語訳5編について，当該の物理学講義
の場面の訳出における用語を比較する。 
 
II 『A Portrait of the Artist as a Young Man』の雑誌初
出と初期の代表的な版の更新過程 
『Portrait』は，主人公Stephen Dedalusの幼年期から
芸術家志望の青年に成長するまでを独白の形で書いた
自伝的要素のある小説である。『Portrait』では，『Ulysses』
や『Finnegans Wake』といった後年の作品と比べれば，
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前衛的な技巧はまだしも控えめに用いられているが，
それでも，たとえば，ギリシャ神話の枠組を借用して
の見立てという趣向や，主人公の成長に合わせて文体
を変化させるなどの実験が試みられており，Joyce の
モダニズム的な資質・志向はすでに十分に見て取れる
ものになっている。 
本節では，次節以降の議論に備えて，『Portrait』が雑
誌『The Egoist』[1] に連載された経緯と，その後，初
期の代表的な版がどのように更新されていったかの過
程を簡単に説明する。なお，本節の内容は，Hans Walter 
Gabler とWalter Hettcheの編集による『Portrait』[2]（以
下『G&H』と略す）の Introduction（1～18頁）に大き
く依拠していることを予め断っておく。 
1913 年 12 月，トリエステ在住の Joyce に，ロンド
ン在住のモダニズムの詩人・批評家のEzra Poundから，
Pound が関係を持っている文芸雑誌に掲載できる作品
が無いか，という問い合わせがあった。その求めに応
じて Joyce は『Portrait』の第 1 章の手書き原稿をタイ
ピストにタイプさせてPoundに送り，そのタイプ原稿
は翌1914年の1月中旬にPoundの元に届いた。Pound
は折り返し Joyce に返事を送ったが，次の第 2 章のタ
イプ原稿が 3 月下旬に Pound の元に届くよりも先に，
Poundが関わっていたロンドンの文芸雑誌『The Egoist』
[1] では，見切り発車的に 2 月 2 日付の第 1 巻第 3 号
から『Portrait』を連載小説として掲載し始めた。しか
し，その後は Joyceからの原稿送付が遅れがちになり，
第 3 章のタイプ原稿がロンドンに届いたのは 7 月 21
日で，これは8月1日付の第1巻第15号の掲載に危う
く間に合わないところであった。『G&H』[2]（6 頁）
によると，Joyce は原稿のタイプを第 1 章と第 2 章で
は別のタイピストに依頼しているそうで，またロンド
ンへの送付の間隔が空きがちだったのは，金銭的に逼
迫していた Joyce がタイピストへの支払いを引き延ば
そうとしていたためではないか，という説があるそう
である。残りの第4章と第5章のタイプ原稿がロンド
ンに届いたのは 11 月になってからである。この間に
『The Egoist』の方では Joyceから受け取った『Portrait』
の原稿の手持ち分が底をついてしまい，9月15日付の
第 18 号から 11月 16 日付の第 22 号まで『Portrait』を
休載にしている。この休載を引き起こした第4，5章の
送付の遅れについて『G&H』[2]（6頁）は，当時は折
しも第一次世界大戦の最中であり，Joyce は，『The 
Egoist』が発行を当面継続するかどうか，またロンド
ンの『The Egoist』に原稿を送付しても安全かどうかの
両面に不安を感じて原稿の送付をためらったのではな
いか，としている。1914年には，アイルランドに関す
る第3次自治法案がイギリス議会で可決されたものの，
第一次世界大戦を理由に戦争終了まで実施を停止され
たというような事もあり，『Portrait』中で政治や宗教に
言及した箇所に対する当局や読者の反応に Joyce が神
経を相当とがらせていたであろう事は想像に難くない。
ともあれ，『The Egoist』での連載は1915年9月1日付
の第2巻第9号まで続いて完結し，このテクストを以
下では便宜上「Egoist連載」と呼ぶことにする。 
ところが，この「Egoist 連載」は，小説の難解さと
政治・宗教への言及などから，当局の取り締まりを恐
れて印刷業者が自己検閲をおこなって削除してしまっ
た部分が少なくない。この自己検閲による削除は直ち
に Joyce の知るところとなり，削除の無い完全な形で
『Portrait』を単行本化してくれる出版社を『The Egoist』
の編集者であったHarriet Weaverが探すことになった。
いくつかの出版社に断られた後，結局 Weaver が設立
したThe Egoist 社で『Portrait』を出版することに決ま
るのだが，今度は印刷業者がやはり当局の取り締まり
を恐れて仕事を引き受けたがらないので（1915年に起
きたD. H. Lawrenceの小説『The Rainbow』に対する発
禁処分が，当時のイギリスの出版界の状況をよく象徴
している），最終的にはアメリカ・ニューヨークの業者
B. W. Huebschに印刷を依頼することになる。しかし，
その少し前に『Portrait』の Joyce 自身の指示に基づく
修正箇所のリストや第 5 章のタイプ原稿などを John 
Marshall という人物に持ち逃げされるという事件が起
きていて，失われてしまった修正リストに関して Joyce
本人に再照会するといった余分な手間が生じてしまい，
修正リスト付きの原稿が Weaver から Huebsch を経て
印刷業者の手に渡ったのは1916年10月になってのこ
とであった。Joyce が年内の発刊を強く希望したため
12 月 29 日に申し訳程度の冊数が発刊されたが，本格
的な印刷・発行が実質的に始まったのは 1917 年の 1
月以降である。これが『Portrait』の単行本としての初
版で，この版を便宜上「1916 版」と呼ぶことにする。 
「1916版」は，工程に時間的な余裕が無かったため，
またしても Joyce 本人の校正を経ずに出版されてしま
った。そこで，次版に向けて Joyce 本人が 364 項目に
及ぶ詳細な修正リストを作成し，また Weaver の方で
も独自に作成していた修正リストがあったので，2 つ
の修正リストをマージした計371項目からなる修正リ
ストをHuebschに送って修正版を印刷させて，1918年
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にThe Egoist社から第2版として刊行した。この版を
便宜上「1918版」と呼ぶことにする。 
第3版は1921年にThe Egoist社から刊行されたが，
この版は印刷を請け負ったHuebschが，意図的にかど
うかは不明だが，修正前の版を使用しているので，内
容的は初版の「1916版」と同一のものである。 
1924 年には『Portrait』の出版を引き継いだ Jonathan 
Cape によって第 4 版（実質的には第 3 版に相当する）
が刊行された。この版は，Joyce 自身が校正に係わっ
た最後の版で，Harriet Weaverへの手紙などから，Joyce
が複数回のチェックをおこなったらしいことが推測で
きる。この版を便宜上「1924 版」と呼ぶことにする。 
『Portrait』は，以上のようなトラブル含みの状況の
中で出版された小説であるため，Joyce 自身による最
終的な訂正済み原稿（faircopy）とタイプ原稿と実際に
出版された版との間に，コンマやハイフンの使い方の
相違というレベルから，印刷業者の自己検閲による文
の削除というレベルまで，異同が非常に多い。『G&H』
[2] の Introduction（1～18頁）によれば，faircopyには
存在するが出版されたテクストでは欠落している文
字・語・文，あるいは間違っている文字・語・文のほ
とんどは，原稿のタイプから組版・印刷までの間の作
業に携わった人々の独自判断による削除もしくは過失
によるものと考えてよいとのことである。 
「1924 版」は，Joyce 自身の校正を経ている最後の
版ということで，これを決定版と見る意見もあるが，
その後，Chester G. Anderson の編集による1964年の版 
[3]（以下，「1964 版」と呼ぶ）が，faircopy と「Egoist
連載」以降の刊行物とを突き合わせてうまく折衷した
版としてこれを決定版として推す意見も多い。さらに
現在では，その他さまざまな観点から編集された多く
の版が存在する。 
原稿や刊行物の間の異同そのものを研究する場合は，
当然，さらに多くの資料を詳細に比較する必要があろ
うが，本論文では以上のような版とそれに伴う異同が
あることを知っていればさしあたり十分である。 
 
III 『Portrait』の物理学講義の描写と『A Handbook of 
Electrical Testing』の記述との比較 
さて，『Portrait』の第5章には物理学，より正確には
電磁気学または電気工学の講義が描写されている部分
がある。以下に『G&H』[2] の 219 頁より当該箇所を
引用しよう。なお，『G&H』は，faircopyと既存の刊行
物とを突き合わせて，faircopyを尊重しつつ，「1964版」
[3] とはまた別の基準で各テクストを折衷して，コン
マやハイフン等の使い方まで厳格に統一してある版で，
筆者が現時点で一番信頼できると考えている版である。 
 
He explained that the wires in modern coils were of a 
compound called platinoid lately discovered by F. W. 
Martino. 
（中略） 
―Platinoid, the professor said solemnly, is preferred 
to German silver because it has a lower coefficient of 
resistance variation by changes of temperature. The 
platinoid wire is insulated and the covering of silk that 
insulates it is wound double on the ebonite bobbins just 
where my finger is. If it were wound single an extra 
current would be induced in the coils. The bobbins are 
saturated in hot paraffinwax … 
引用1. 『G&H』[2]（219頁）より，『Portrait』 
第5章の物理学講義の場面（下線は筆者） 
 
この短い引用中にも，faircopy から「1964 版」まで
の間に10箇所近くの異同があるのだが，後の議論では
下線を引いた4語の異同がとりわけ重要である。この
4語の異同に関する以下の解説は，『G&H』[2] の巻末
資料（301, 345頁）と Jeri Johnson編の『Portrait』[4] の
巻末資料（219頁）による。 
 
 coefficientは faircopyと「Egoist連載」ではco-efficient
というハイフン入りの古い形だったが，「1916 版」
前の修正リストでcoefficientに修正するよう指示が
ある。 
 variationは「Egoist連載」から「1924版」まで欠落。
faircopyには存在し，「1964版」に追加された。  
 double は「Egoist 連載」から「1964 版」まで欠落。
faircopyには存在し，『G&H』では追加してある。 
 paraffinwaxは faircopyではparaffin wax。「Egoist連
載」以後は paraffin-wax とハイフン入り。ただし
「1916版」後の修正リストではparaffinwaxと1語
にするように指示がある。「1964 版」では faircopy
と同様に2語でparaffin wax としている。 
 
これらの語の異同に関しては後で触れるが，まず引
用1の物理学の講義の内容について説明したい。この
場面は従来，文学的にはあまり深い意味の無い埋め草
的な情景描写とのみ解されて，半ば等閑に付されてい
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たのではないだろうか。この講義で教授が教えている
事柄についての詳細な解説は，筆者が探した範囲では
見つけることができなかった。もちろん，電磁気学あ
るいは電気工学のような話題を扱っていることは一読
して明らかなのだが，コイルの巻芯に非磁性体のエボ
ナイトを使用する意図や，導線を2重よりも1重に巻
いたほうが余計に電流が流れるといったことが，全体
としてどのような状況を説明しているものなのか，は
たして電磁気学・電気工学に基づいた現実的な話であ
るのか，それとも Joyce が創作した雰囲気だけのエセ
科学的な講義なのか，今まで誰も明確な判断を下して
いないようである。 
しかしこのたび，筆者の調査によって，引用1の物
理学の講義の描写は，Harry Robert Kempe 著『A 
Handbook of Electrical Testing』（以後『ETest』と略す）
という電気工学の専門書の 1887 年発行の第 4 版 [5] 
以降の版の第2章「Resistance Coil」の本文と，用語・
論旨がよく似ていることがわかった。以下に引用2と
して『ETest』第4版の第2章（10, 11頁）からその部
分を，少し長いが下に引用する。 
 
Recently a new metallic compound called platinoid, 
which is a combination of tungsten, copper, nickel, and 
zinc, has been discovered by F. W. Martino. This alloy, 
besides being very inexpensive, has a lower co-efficient 
of resistance variation by change of temperature than 
even platinum-silver, （中略） 
 The wire is usually insulated by two coverings of silk, 
and is wound double on ebonite bobbins, the object of 
the double winding being to eliminate the extra current 
which would be induced in the coil if the wire were 
wound on single. By double winding, the current flows 
in two opposite directions on the bobbin, the portion in 
one direction eliminating the inductive effect of the 
portion in the other direction. When wound, the bobbins 
are saturated in hot paraffin wax, which thoroughly 
preserves their insulation, and prevents the silk covering 
from becoming damp, which would have the effect of 
partially short circuiting the coils and thereby reducing 
their resistance. 
引用2. 『ETest』第4版 [5] 第 2章（10, 11頁）より 
抵抗コイルの説明（斜体ママ） 
 
引用 2 の文章は，抵抗コイル（resistance coil）の構
造を説明しているものである。金属などの物質の電気
的な性質に関する研究がまだ行き届いていなかった時
代のことなので，計測等に必要な，正確な電気抵抗器
を作るだけでもなかなかの苦労があったのである。当
時は，長い導線を巻いてコイルにしたものを抵抗器と
して使用することが一般的だったのだが，導線に用い
る金属は，実用性の観点から 
 
 ほどほどに高い抵抗値を持つ 
 価格が安い 
 温度変化に伴う抵抗値の変化が少ない 
 
という3条件を満たす必要があった。金属は一般に，
電流が流れると熱を発し，その金属自身の温度が上が
ると電気抵抗が増すのであるが，計測の道具として使
用する抵抗コイルに用いる線材は，自身の温度変化に
よって抵抗値があまり変化しない金属が望ましいわけ
である。引用2の直前には，割愛したが，platinum-silver
合金（プラチナと銀の合金）は温度変化に伴う抵抗値
の変化が少ないが価格が高い，対してGerman silver（洋
銀または洋白：銅・ニッケル・亜鉛の合金）は価格が
安いが温度変化に伴う抵抗値の変化が platinum-silver
合金よりも大きい，という説明があって，それらと比
較して「F. W. Martinoが最近発明したplatinoidは，タ
ングステン・銅・ニッケル・亜鉛から成る合金だが，
価格が非常に安く，かつ，温度変化に伴う抵抗値の変
化がplatinum-silverよりも少ない」，したがってplatinoid
は抵抗コイルのための線材としては非常に優秀だ，と
引用2の最初の6行までで述べているのである。 
抵抗コイルとして所望の抵抗値を得るためには，
platinoid の針金を適当な長さに切って調節すれば良い
のであるが，裸のままの針金同士が接触するとショー
トしてしまうので，ここでは7行目「The wire is usually 
insulated by two coverings of silk」のように，針金を絹で
2 重に被覆して絶縁する，としている。当時はまだビ
ニールのような素材が無いので，導線を被覆する絶縁
体としては絹がよく用いられた。なお，絹の被覆が 2
重か否かは今あまり本質的ではなく，2 重にすれば絶
縁性や耐摩耗性が増してより確実である，という実用
上の意味があるだけである。 
さて，長い導線はそのままでは不便なので，ぐるぐ
る巻いてコンパクトに収納したいが，この時，図 1の
ように，導線の半分までは左右どちら巻きでもよいが
一定の回転で巻いていって，導線の真ん中で折り返し
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て，半分から先は前半とは逆回転の巻きで戻るように
巻くのが抵抗コイルに必要な工夫である。引用 2 の 7
～9行目に「The wire（中略）is wound double on ebonite 
bobbins」とあるのは，この特殊な2重巻きのことを言
っている。ただし，単に2重巻きしただけでは中間の
折り返しのところから巻きがほどけてしまうので，図
1 のように導線をフック状のものに引っかけて固定し
たり，絹糸等で巻芯に縛り付けたりして，巻きがほど
けてしまわないようにする必要がある。 
 
 
図1. 抵抗コイルの特殊な2重巻き 
 
 先ほど絹による導線の被覆が2重か否かは本質的で
はないと述べたが，この2重巻きの方は抵抗コイルに
とって非常に重要な工夫で，もしも2重巻きにせずに
導線を同じ回転で最後まで巻いてしまうと，電流を流
した時にコイル全体で強い磁界を発生するようになり，
スイッチの ON／OFF の瞬間に電磁誘導によって高い
誘導電圧が生じて，火花が飛んで危険だったり，接続
している電気機器を傷める恐れが生じたりして，望ま
しくないのである。そこで，導線を半分で折り返して
逆向きに戻るように巻くことによって，前半の導線で
発生する磁界と後半の導線で発生する磁界とがちょう
ど逆向きで相殺するようにして，高い誘導電圧が生じ
にくいようにしているのである。それが引用2の8行
目から 14 行目にかけての「the object of the double 
winding being to eliminate ～ eliminating the inductive 
effect of the portion in the other direction.」の意味である。 
『ETest』には，コイルの巻芯の材質はエボナイトと
決め打ちで書かれているが，非磁性体で，かつ摂氏 80
～100 度くらいまでの温度に耐えられる材質であれば，
実は殊更にエボナイトでなくてもよく，木や厚紙を用
いても別段差し支えない。それ以上の高温になるよう
な状況では，そもそも導線を被覆している絹が耐えら
れないので，巻芯にもそれ以上の耐熱性は必要ないの
である。エボナイトは，生ゴムに硫黄を加えて加熱し
て作られる黒くて固いプラスチック状の素材で，これ
は現在でもクラリネットのマウスピースや万年筆の軸
などに用いられているが，加工が容易で，非磁性体で
絶縁性にも優れるので，巻芯の材質として推奨された
のだろう。『ETest』の第 4 版が書かれた頃には，まだ
ベークライト（フェノール樹脂）の工業化が始まって
いないので，今日のプラスチックのような素材として
は，エボナイトくらいしか無かったのである。 
 導線を2重巻きにした巻芯は，仕上げに，熱して融
かしたパラフィンを導線の隙間や絹の繊維の間によく
染み込ませた後，冷却してパラフィンを固化させる。
これは，絹の被覆を湿気や摩耗から守るためと，巻芯
に導線を固定してほどけにくくするためにおこなう。 
1 個の抵抗コイルは，原則的には以上のような構造
を備えたものであるが，異なった抵抗値を持つ複数個
の抵抗コイルを用意して，図2（『ETest』第4版 [5] の
12頁の図5を引用）のように木箱に収めて，複数のコ
イルを選択的に組み合わせて接続することで所望の抵
抗値を得られるようにしたものが，当時の標準的な，
ポータブルな機器としての「抵抗コイル」である。 
 
 
図 2. ポータブルな機器としての抵抗コイル 
（『ETest』第4版 [5]（12頁）図5を引用） 
 
図2の木箱の中を横からの断面で見ると，最も単純
な場合としては，図3（『ETest』第4版 [5] の11頁の
図4を引用）のように，複数の抵抗コイルが直列に接
続してあり，銅などの金属でできたピン（感電しない
ように持ち手は絶縁してある）を接点部の穴に上から
挿し込むと，その穴の真下にあるコイルを経由せずに
電流が流れるような仕組になっている。つまりピンを
1 本も挿さない状態が一番抵抗値が高く，ピンを挿す
電流の向き 
エボナイトなどの非磁
性体で作られた巻芯 
コイルの磁界によって発
生する誘導電流を軽減す
るために，中ほどで折り
返して逆向きに巻いて戻
る（折り返しから戻って
行く導線はわかりやすい
ように点線で示した） 
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ごとに抵抗値が下がるようにしてあるのである。 
 
 
図3. 抵抗コイルの筐体内部での接続 
（『ETest』第4版 [5]（11頁）図4を引用） 
 
 『ETest』の引用2で示した部分の意味は，おおむね
以上のように説明できるのだが，その語義・解釈はほ
とんどそっくりそのまま『Portrait』の引用 1 で示した
部分に当てはめられる。もとより，Joyce が『ETest』
の当該部分から記述を借用して物理学講義の描写に用
いたという確たる証拠は無いのだが，しかし偶然の一
致による類似とは思えない程度に用語も論旨もよく似
ているので，筆者としては，Joyce は『ETest』第 4 版
以降の引用2の部分から文章を借用してその一部を書
き改めて，『Portrait』の引用1にあたる物理学講義の場
面の描写として用いたのであろう，ということを現時
点での結論として，専門家の判断を仰ぎたいと思う。 
また，引用1中の重要な異同として先に挙げたよう
に，faircopy では coefficient，paraffinwax をそれぞれ
co-efficient，paraffin wax とつづってあったという事実
は，『ETest』に書いてあった語を Joyceがそのまま写し
たということの現れかもしれない，という可能性を，
これだけでは情況証拠としてもすこぶる弱いのである
が，一応ここで言っておきたい。また，faircopy には
書いてあるのに出版時には（おそらくは作業者の過失
により）たびたび欠落することがあった「variation」と
「double」についても，「variation」は無いと物理学上
の意味がおかしくなるし，「double」も無いと直後の「If 
it were wound single an extra current would be induced in 
the coils.」の意味が通りにくいので，これら2つの語も，
『ETest』で記述してあるのと同様に，『Portrait』の方
でも faircopy のように書いてあるのが本来の正しい形
だと思われる。 
なお，『ETest』の第3版（1884年）以前の版にも抵
抗コイルに関する説明はあるが，それらの古い版では，
導線に用いる金属をGerman silver（洋銀）としており，
それが第4版で platinoid に改められるのである。した
がって，Joyceが記述を借用したとすれば，『ETest』の
第4版（1887年）以降の版からということになる。 
 
IV Platinoidの発明者F. W. Martino 
本節では，platinoid 合金の発明者として『ETest』，
『Portrait』の両方で言及されているF. W. Martinoとい
う人物ついて，いくつか気が付いた事を述べたい。こ
のF. W. Martinoという人物については，実は今まであ
まり判然とした事はわかっていなかったらしい，とい
うことが今回の調査で明らかになってきた。たとえば，
「1964版」[3] の巻末資料（530頁）には 
 
F. W. Martino. Probably F. Martin, who wrote articles on 
the chemistry of platinum. (Harmon.) 
引用3.「1964版」[3] の巻末資料（530頁）より 
（斜体ママ） 
 
という注があるのだが，probably と断っているのは確
証が無いからであろう。そもそも platinum（白金）と
platinoid 合金は色が似ているというだけでまったく別
の金属である。したがって，platinum に関する化学分
野の論文を書いたという事と，platinoid の発明者とい
う事とは，直接の関係を見出しにくい。のみならず，
むしろ，もしかしたら注釈者はplatinumとplatinoidを
混同してこの注を書いたのではないか，という疑念を
抱かせる。末尾のHarmonというのは，Notre Dame大
学のMaurice Harmon教授による，という意味である。  
一方，『Portrait』の定番の注釈書である Don Gifford
著『Joyce Annotated』[6] （241頁）には次頁の引用4
のような注があり，1863年生まれのアメリカの化学者
Fernando Wood MartinをF. W. Martinoその人であると
している。また，Jeri Johnson 編の『Portrait』[4] の巻
末資料（271頁）も，同様にFernando Wood Martin を
F. W. Martinoその人であるとしており，その情報の出
所についての記載は無いのだが，これは注釈書『Joyce 
Annotated』[6] を参照したものかもしれない。 
しかし，このPh. D. の学位保持者であるアメリカの
化学者Fernando Wood Martinが，はたしてplatinoidの
発明者のF. W. Martinoであるかはどうかは，以下で述
べるように，かなり疑わしいのである。今の場合，
Fernando Wood MartinがF. W. Martinoであるとするな
らば，引用 4 の中であげられている 2 つの文献
『Inorganic Chemistry: A Lecture and Laboratory Syllabus』 
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F. W. Martino Dog-Latin for Fernando Wood Martin 
(b. 1863), an American chemist who developed the alloy 
platinoid and was the author of several textbooks 
including Inorganic Chemistry: A Lecture and 
Laboratory Syllabus (Lynchburg, Va., 1906) and 
Collegiate Chemistry (Lynchburg, Va., 1914). 
引用4.『Joyce Annotated』[6]（241頁）より 
（太字・斜体ママ） 
 
と『Collegiate Chemistry』に，platinoidは自分が発明し
た合金であるという記述があれば話がはっきりするの
だが，今回はその2つの文献を入手できなかったので，
その線での調査は今後の課題として一時保留せざるを
得なかった。 
ここで，調査の方向を転じて，『ETest』の第 3 版ま
では，抵抗コイルの線材としてGerman silverが推奨さ
れていたのに，第4版で突如 platinoid という新しい合
金が推奨されるようになったのには，どのようなきっ
かけがあったのか，という事を調べてみた。まず，
platinoid が現れる最初の学術的な文献は何であるかを
調べたところ，筆者の調査では，Glasgow 大学の物理
学者 James Thomson Bottomley が 1885 年に発表した
「On the Electric Resistance of a New Alloy Named 
Platinoid」[7] という論文が最も古いもののようであっ
た。この論文は，温度を変えながら platinoid 線の電気
抵抗を測定して，温度変化に伴う抵抗値の変化が微小
であることを報告したもので，1887年の『ETest』第4
版（10頁）での，platinoid は温度変化に伴う抵抗値の
変化が小さいので抵抗コイルの線材として優れている
云々，という説明は，2 年前に発表されたこの J. T. 
Bottomley の論文の結果に基づいていることは明らか
である。論文 [7] の冒頭でのplatinoidおよび発明者の
F. W. Martinoに関する紹介を引用5として示す。 
 
This alloy is the invention of Mr. F. W. Martino, of 
Sheffield; and I have to acknowledge my indebtedness to 
Mr. Martino for having provided me with specimens of 
his new alloy and given me information regarding it; and 
for having supplied me with wires specially drawn down 
to the finer gauges for my experiments. 
引用5. 論文「On the Electric Resistance of a New 
Alloy Named Platinoid」[7] より 
 
ここで注目すべき点は， 
 MartinoはPh. D.ではなく単にMr.と呼ばれている。 
 Martinoはイギリス・Sheffield在住である。 
 Bottomley は，自分の実験のために，既刊の論文等
から platinoid の製法を学んで自分で合成したので
はなく，F. W. Martinoからワイヤーになった状態の
platinoidを試料として提供された。 
 あくまでもMartinoであって，Martinとは書いてい
ない。 
 
ということである。もし，1863年生まれのアメリカの
化学者Fernando Wood MartinがF. W. Martinoその人な
らば，1885 年当時は 21，22 才であるから，その時に
はまだ Ph. D. の学位を取得していなかったために単
にMr. で呼ばれた，という可能性も無くはないが，そ
の場合，研究者の卵としてどこかの大学に所属してい
れば「○○大学のMr. F. W. Martin」と紹介されるであ
ろうから，「Mr. F. W. Martino, of Sheffield」という紹介
の仕方は，端的に，F. W. Martinoはどこかの大学に所
属する研究者ではなく，Sheffield 在住の在野の実業
家・技術者であることを示していると言えるだろう。
また，弱冠21，22才の優秀な化学者志望の若者が，自
分で発明した新合金を，実験材料として自分の研究に
用いるでもなく，他大学の研究者に，使いやすいよう
にワイヤーに整形した上でポンと提供してしまう，と
いうこともやや不自然で考えにくいことであろう。 
また，J. T. Bottomleyの1889年の論文「Expansion with 
Rise of Temperature of Wires under Pulling Stress」[8] では
platinoidに関して「Invented and patented by Mr. F. W. 
Martino of Sheffield.」という脚注が付けられている。そ
こで，Martinoという名前で取得されている特許につい
て調べたところ，1884年の『The Journal of the Society of 
Chemical Industry』 vol. 3の「Journal and Patent Literature」
という報告欄の中で「An Improvement or Improvements 
in the Manufacture of Alloys of Tungsten」[9] というタイ
トルで，SheffieldのF. W. Martinoによるタングステン
合金の製法に関する特許（Pat. Eng. 3421, 11 July, 1883）
の概要を紹介していることがわかった。今回の調査で
は，当時のイギリスの特許書類を直接調べるところま
では至らなかったが，そこで紹介されている概要を読
む限りでは，「Pat. Eng. 3421」は融点の低い銅・錫・亜
鉛と融点の高いタングステンを混ぜて合金を作るため
の技術に関する特許であり，直接 platinoid 合金につい
て取得した特許ではないようである。しかし，タング
ステンを扱う技術に関する特許を取得していることは，
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platinoid の発明者たるにふさわしい事ではある。さら
に特許検索のためのウェブサイト Espacenet [10] や
Googleの特許検索 [11] で検索したところ，Martinoの
1883 年よりも古い特許や，platinoid そのものに関する
特許は発見できなかったのだが，Sheffieldの「Frederick 
William Martino」なる人物が 1892 年から 1904 年にか
けて冶金・金属製造の技術に関する特許を英・米・加
などでいくつか取得していたことがわかった（後で述
べるように，Martinoは 1903 年 10月に死去するので，
彼の特許のうち，1904 年に取得・公開されたものは，
彼の生前に申請して死後に取得・公開されたものであ
る）。なお，J. T. Bottomleyの1885年の論文 [7] には，
F. W. Martinoがplatinoidの特許を保持しているとは書
いていないので，特許を取得したのは 1885 年と 1889
年の間のことかもしれない。 
以上の資料から，比較的確実な情報をまとめると，
Glasgow 大学の物理学者 J. T. Bottomley が遅くとも
1885 年までに Sheffield の F. W. Martino から直接
platinoid の提供を受けており，1889 年の論文の中で F. 
W. Martinoをplatinoidの発明者で特許保持者だと述べ
ている，ただし platinoid そのものに関する特許につい
ては筆者は現在確認できていないが，SheffieldのF. W. 
Martinoは同じ頃に冶金・金属製造に関わる技術で特許
をいくつか取得しており，platinoid に必須のタングス
テンを扱う技術も有していた，ということである。し
たがって，調査を要する部分が少し残ってはいるが，
総合的に判断して，筆者は，『ETest』第 4 版以降およ
び『Portrait』第 5 章で platinoid の発明者として紹介さ
れているF. W. Martinoは，1863年生まれのアメリカの
化学者Fernando Wood Martinではなく，Sheffieldで冶
金・金属製造業に従事していた Frederick William 
Martinoという人物である，と結論したい。 
 この結論を支持するさらなる事実としては，たとえ
ば，イギリスの金属関連の業界紙『Iron』の 1891 年 8
月21日付の記事 [12] にF. W. Martinoと併記して「F. R. 
Martino」という名前が見え，彼らが扱っているタング
ステン合金の紹介がある。また，1894 年の Rudolf 
Biedermann著『Technisch-Chemisches Jahrbuch』[13] の
（4 頁）にも Sheffield の F. W. Martino と併記して
BirminghamのF. R. Martinoという名前が見え，やはり
彼らの扱っている合金の紹介がある。このF. R. Martino
に関しては，1800 年代後半から 1900 年頃にかけて食
器用の卑金属を取り扱っていた業者の商標を集録した
Eileen Woodhead著『Trademarks on Base-Metal Tableware』
[14]（153頁）に，引用6のような紹介がある。 
 
F. R. MARTINO 
Birmingham  
(1892) 
Spoons, forks, etc., in nickel-silver 
and electro-plate 
Ref. 1892 
引用6.『Trademarks on Base-Metal Tableware』[14] 
（153頁）より，F. R. Martinoの紹介 
 
 つまり，Eileen Woodhead [14] によれば，F. R. Martino
は，スプーンやフォーク等に用いる地金やめっき用と
してGerman silverのようなニッケルを含んだ銀色の合
金を扱っていた業者ということになる。そして引用 6
のすぐ下に，F. R. Martinoが用いていた2つの商標が
紹介されているのだが，そのうちの1つには，単刀直
入に「Platinoid」と書いてあるのである（図4）。 
 
 
図4.『Trademarks on Base-Metal Tableware』[14] 
（153頁）より，F. R. Martinoの商標 
 
中央に「Platinoid」と書いた商標まで用意したあた
りは，この商品にかけた意気込みをよくうかがわせる。
また，platinoid の商標に矢をあしらったのは，電流・
電線のイメージと，タングステンの添加によって剛
性・弾性が増したことで細くても丈夫な線材が作れる
ということのアピールではないかと思われる。 
また，同じ Martino 姓ということで，F. W. Martino
とF. R. Martinoは縁続きであろうかと当然予想される
ところだが，彼らの続柄については，1882 年 7 月 10
日付の『Sheffield Independent』紙の「Action by a Sheffield 
Manufacture」という記事 [15] が，F. R. Martinoが原告
となった訴訟を報じており，その記事の中で，原告の
兄弟としてF. W. Martinoを紹介している（ただしどち
らが兄かは不明である）。なお，両者が連名で出願・取
得したタングステン合金に関する特許（US 489314, 3 
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Jan, 1893）[16] があり，それによるとF. R. Martinoは
正式には「Francis Richard Martino」であるらしい。 
 以上をまとめると，Birmingham の F. R. Martino と
SheffieldのF. W. Martinoは兄弟で，同じように金属関
連の仕事をしており，2 人は platinoid のようなタング
ステンを含む合金を扱う技術を有しており，F. R. 
Martinoはplatinoidの商標を使用していた，ということ
であるから，platinoid はやはり Sheffield の Frederick 
William Martinoの周辺で発明され，商品として扱われ
ていた合金であって，アメリカの化学者Fernando Wood 
Martin に由来する合金ではない，という可能性が非常
に高いと言えるだろう。 
しかしながら，判断に窮する情報も見つかった。た
とえば，1896年発行のWilliam T. Brannt著『The Metallic 
Alloys』[17] の280頁や，1901年発行のJohn F. Buchanan
著『Brassfounders’ Alloys』[18] の106頁では，platinoid
の発明者は F. W. Martino ではなく「H. Martino」とさ
れている。ちなみに両文献の platinoid に関する記述の
部分は，句読点の違いなどを除けばほぼ同一なので，
後者が前者の文章を借用した可能性がある。ともあれ，
ここで紹介されているH. Martinoという人物について
は，今のところ詳細がまったくわからない。 
 F. W. Martinoの生年月日は不明だが，Sheffield City 
Council というウェブサイト内の「Obituaries and Death 
Notices」というページ [19] で Sheffield の有名人の死
亡年月日の一覧表を見ることができ，それによると
Frederick William Martinoは1903年10月7日に死去し
たことになっている。また，筆者が当時の新聞を調べ
たところでは，1903年10月9日付の『Sheffield Daily 
Telegraph』紙の「Events of To-day: Death」という記事
（4頁）[20] がいち早く，Frederick William Martinoの
死去をやはり10月7日の出来事として報じている。そ
の後いくつかの地方紙等でF. W. Martinoの死去を報じ
ているのだが，興味深い記述があるので紹介しよう。
まず，1903年10月10日付の『Sheffield Daily Telegraph』
紙の「Obituary: Death of a Notable Inventor」という記事
（10頁）[21] の一部を引用7として示す。 
 引用7の前半で，Martinoが発明したbreech action（レ
バー操作による装填・排莢に関する内部機構）を備え
たライフルが 1870 年代の初めに Snider ライフルにと
って代わった，と言っているのは，F. W. Martinoが，
Martini-Henryライフル（1871年からイギリス軍で正式
採用された歴史的名銃）のbreech actionの発明者であ
ると暗に言っているのである。実は，先ほどあげた 
Mr. Martino, who was of Florentine extracti## was the 
inventor of the breech action for rifles, whi## superseded 
the Snider in the early seventies.（中略）His development 
of platinoid, which offers grea### electrical resistance 
than any other material, broug## him into communication 
with Lord Kelvin. 
引用7.  1903年 10月10日付『Sheffield Daily 
Telegraph』紙の記事「Obituary: Death of a Notable 
Inventor」[21] より（#は文字不明瞭） 
 
Sheffield City Councilの「Obituaries and Death Notices」
[19] でも2013年11月5日現在，Martinoを「Inventor of 
the Martini rifle」として紹介しているのであるが，これ
らは明らかな誤伝である。Martini-Henry ライフルの
Martiniは，スイス・Frauenfeldの人Friedrich von Martini
のことであり，Martini-Henryライフルのイギリス軍で
の採用に大きく貢献した breech action の発明とは，
Friedrich von Martiniが1869年に特許を取得したbreech 
loadingに関する改良（Pat. US 90614A）[22] のことで
ある。また，Martini-HenryのHenryは，スコットラン
ドの有名な銃職人Alexander Henryのことであって，こ
ちらも Frederick William Martino とは別人である。
Alexander Henryに関しては，たとえば1894年1月29
日付の『Evening Telegraph』紙が「Death of Mr Henry, The 
Gunmaker」という記事（2 頁）[23] で Martini-Henry
ライフルの開発者 Alexander Henry の死去を報じてい
る。このF. W. MartinoがMartini-Henryライフルの開発
者Martiniであるという誤伝の発端は定かでないが，も
しかしたらMartino はMartini-Henryライフルの材料や
部品の調達にかかわっていて，それで金属業者Martino
と銃の発明者 Martini を混同する誤伝が生じたのかも
しれない。また，この誤伝は Martino の生前から広ま
っていた可能性もあり，それでいくつかの文献では
Martini-Henry ライフルの名前から Henry をファース
ト・ネームだと勘違いして，platinoid の発明者を「H. 
Martino」としてしまったのかもしれない。同様の誤伝
は他紙にも見られ，たとえば 4 ヶ月後の 1904 年 2 月
17日付の『Ohinemuri Gazette』紙の「An Inventive Genius」
という記事（3 頁）[24] には，次頁の引用 8 のような
記述がある。その冒頭で触れられている『Chambers’ 
Journal』の1904年1月号については，今回残念ながら
記事を入手できなかったので内容はわからないが，こ
の『Ohinemuri Gazette』紙の記事は引用 7 で示した記
事よりも直接的に，彼F. W. MartinoがMartini-Henryラ
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イフルのbreech actionの発明者であって，銃の名前が
Martino ではなくMartini になっているのはアクシデン
トのためである，と述べている。 
 
There died in Sheffield, in October, 1903 (says 
Chambers’ Journal for January), a most remarkable man, 
Frederick William Martino, whose name is fixed in the 
public mind by his invention of the breech-action, for the 
Martini Henry rifle (the name Martini being given to it 
by accident instead of Martino). Born at Pisa. 
（中略） 
Martino’s development of platinoid with its superior 
electrical resistance over any other material, brought him 
into touch with Lord Kelvin. He was considered one of 
the greatest authorities on nickel, in the manufacture of 
which he was some years ago d#rectly interested.  
引用8.  1904年 2月17日付『Ohinemuri Gazette』紙
の記事「An Inventive Genius」[24] より 
（#は文字不明瞭） 
 
引用7には「who was of Florentine」とあり，引用8
には「Born at Pisa」とあるので，F. W. Martinoは（誤伝
を含む新聞記事なので無条件には信じにくいが）ピサ
生まれなのかもしれない。また，引用7, 8の両方に，
Martino は優れた電気抵抗を持つ platinoid を発明した
ことによって Kelvin 卿（Glasgow 大学の物理学者
William Thomson）の知遇を得た，とあるのは，platinoid
を試料として提供したことによって J. T. Bottomleyの
研究に貢献したことを指すであろう。J. T. Bottomleyの
母AnnaはWilliam Thomsonの姉なので，J. T. Bottomley
は William Thomson の甥にあたるのである（Silvanus 
Phillips Thompson著『The Life of William Thomson』[25] 
の5頁参照）。もし，Kelvin卿の知遇を得たいがために
J. T. Bottomleyにplatinoidを提供したのだとすれば，「将
を射んと欲すれば先ず馬を射よ」式のしたたかなうま
いやり方だったと言えるだろう。 
 なお，余談になるが，1889年に，当時Glasgow大学
のWilliam Thomsonの元に留学していた田中舘愛橘が，
J. T. Bottomleyのplatinoidの熱電効果に関する研究を手
伝って「Note on the Thermo-Electric Position of Platinoid」
[26] という論文の共著者になっている。この論文では，
微小な電流を検知するためにWilliam Thomson反射式
検流計（名前の通り，William Thomsonのアイデアによ
って実用化された検流計）を使用しているのだが，こ
の検流計の内部には磁針を取り付けた小さな鏡（磁針
込みでの重量が約 0.2g）を細い糸で吊り下げる必要が
ある。微小な電流によって生じる微弱な磁界に敏感に
反応して磁針付きの鏡が向きを変えるためには，吊り
下げる糸のねじり剛性が弱いほど良いということで，
従来は絹の繊維で吊り下げていたところを，J. T. 
Bottomley と田中舘はクモの糸で吊り下げて実験をし
ているのだが，このクモの糸で鏡を吊り下げる作業は，
おそらく田中舘が担当していたことであろう。という
のも，田中舘は渡英前の1884年に『理学協会雑誌』に
「エレクトロマク子チツク方位計」という論文 [27] 
を発表しており，その論文の中で鏡付きの磁石をクモ
の糸で吊るすということをすでにやっているのである。
田中舘は，論文 [26, 27] で，クモの糸のねじり剛性は，
絹繊維のそれの約 1/700 であると見積もっている。実
在の人物であり，『Portrait』に名前を引用されていなが
ら，今ひとつ正体がはっきりしなかったF. W. Martino
に，田中舘愛橘がGlasgow大学でplatinoidを仲立ちに
してこのような形でニアミスしていたことは，日本人
にとっては殊に興味深いエピソードだと思われたので，
余談ながら特別にここに附記した。 
 
V 『Portrait』の代表的な5つの日本語訳の比較 
本節では，『Portrait』の代表的な日本語訳として，以
下の5つから，引用1に対応する部分の訳文を引用し
て，そこで用いられている用語を比較してみたい。 
 
 飯島淳秀訳（角川書店，第2版，1966年）[28]， 
底本：Jonathan Cape, 1952年版． 
 海老池俊治訳（筑摩書房，初版，1970年）[29]， 
底本：不明 
 永川玲二訳（中央公論社，初版，1972年）[30]， 
底本：Jonathan Cape, 1950年版． 
 大澤正佳訳（岩波書店，初版，2007年）[31]， 
底本：不明 
 丸谷才一訳（集英社，初版，2009年）[32] 
底本：Richard Ellmann ed., James Joyce, A Portrait 
as the Artist as a Young Man, Franklin Watts, 
New York, 1964． 
 
（前略）新式のコイルの線はＦ・Ｗ・マルティ
ノによって最近発見されたプラチノイドという合
金でできていると説明した。 
（中略） 
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――プラチノイドは、と教授は厳めしい口調で言
った。温度の変化による抵抗係数が低いところから
ニッケルに優っているのであります。このプラチノ
イド線は絶縁されており、それを絶縁している絹の
被覆は、ちょうどこのわたしの指が触れている部分
でエボナイト製のボビンに巻きつけてある。もしこ
れが一重巻きだと、余剰の電流がコイルの中に誘導
されるでありましょう。ボビンは熱したパラフィン
蠟に浸して……。 
引用9.  飯島淳秀訳（角川書店，第2版，1966）[28] 
（267, 268頁）より 
 
 （前略）現代のコイルの針金は最近Ｆ・Ｗ・マ
ルティノが発見したプラチノイドという合金で造
られていると説明した。 
 （中略） 
――プラチノイドが、と教授は厳粛にいった。
洋銀よりも好まれるわけは温度の変化による抵抗
係数が低いからであります。プラチノイドの針金
は絶縁されていてそれを絶縁する絹の被覆がちょ
うどこの指のあるところでエボナイトのボビンに
捲いてあります。一重に捲いた場合には余剰の電
流がコイルに誘導されるでしょう。ボビンは熱し
たパラフィン蠟に飽和してあります…… 
引用10.  海老池俊治訳（筑摩書房，初版，1970）[29] 
（141, 142頁）より 
 
（前略）彼の説明によると現代のコイルの針金
はＦ・Ｗ・マルティーノが最近発見したプラチノ
イドという合金でつくられている。 
（中略） 
――プラチノイドは、と教授がおごそかにいっ
た。洋銀より好まれますが、それは温度変化によ
る抵抗係数が低いからです。プラチノイドの針金
は絶縁されていて、それを絶縁する絹の被覆が、
ちょうどわたしの指のあるところで、エボナイト
のボビンを巻いています。巻きがもし一重だとコ
イルには余剰電流が発生する。ボビンは熱したパ
ラフィンワックスで飽和状態になっています… 
引用11.  永川玲二訳（中央公論社，初版，1972）[30] 
（370, 371頁）より 
 
（前略）彼は、現在のコイルの針金はＦ・Ｗ・
マルティーノが最近発見したプラチノイドという
合金でつくられていると説明した。 
（中略） 
――プラチノイドは、と教授はおごそかに言った、
洋銀より好まれますが、それは温度変化による抵
抗係数が低いからです。プラチノイドの針金は絶
縁されていて、それを絶縁する絹の被覆が、ちょ
うど今わたしの指のあるところで、エボナイトの
巻き枠ボビンに巻きつけてあります。巻きがもし
一重ですと、コイルには余剰電流が誘導されるで
ありましょう。ボビンには熱したパラフィン・ワ
ックスが浸透させてあって…… 
引用12.  大澤正佳訳（岩波書店，初版，2007）[31] 
（357, 358頁）より 
 
（前略）彼は現在のコイルの針金は、最近Ｆ・
Ｗ・マーティノによって発見されたプラチノイド
という合金で作られていると説明した。 
（中略） 
――プラチノイドは、と教授はおごそかな口調
でつづけた。洋銀より好まれますが、それは、温
度変化による抵抗係数が低いからであります。プ
ラチノイドの針金は絶縁されていて、それを絶縁
する絹の被覆が、ちょうどわたしの指のあるとこ
ろで、エボナイトの巻き枠
ボ ビ ン
を巻いています。一重
巻きなら余計な電流がコイルに誘導されるでしょ
う。巻き枠は熱されたパラフィンワックスで飽和
状態になっています…… 
引用13.  丸谷才一訳（集英社，初版，2009）[32] 
（351, 352頁）より 
 
 以上の5つの訳を一読して，まず最初に目につくの
は，プラチノイドが好まれる理由を，言い回しはそれ
ぞれ異なるが「温度変化による抵抗係数が低いため」
としていることである。これは，第 III節で述べたよう
に，引用1中に下線で示した「variation」が欠落した比
較的初期の版を底本としていることの現れと推測でき
る。永川訳と飯島訳の Jonathan Cape版は，発行年がそ
れぞれ 1950 年，1952 年であるが，いずれも第 II 節で
述べた「1924版」と同じテクストのはずなので，第 III
節で述べたように variation が欠落しているはずである。
なお，Jonathan Cape版は，1968年に版を刷新して以後
は「1964 版」[3] と同じテクストを用いるようになる
のでその点は要注意である。丸谷訳に関しては，今回
底本と同じ版を入手できなかったので未確認であるが，
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恐らく丸谷の底本も variation が欠落しているのであろ
う。ただし，丸谷が注釈などの参考書としてあげてい
るChester G. Anderson編, Vikingの1968年発行の版は，
「1964 版」[3] と同じテクストを用いているので，そ
ちらを参照すれば variation が補ってあった。この箇所
は，第 III節で述べたようにvariationがあるのが意味と
して正しく，日本語訳としては「温度変化に伴う抵抗
係数の変化が小さいため」とでもすべきところである。 
 また，5訳とも「The platinoid wire is insulated and the 
covering of silk that insulates it is wound double on the 
ebonite bobbins just where my finger is.」の部分を，言い
回しは異なるが「プラチノイド線は絶縁され，それを
絶縁する絹の被覆は，私の指のところでボビンに巻い
てある」というような回りくどい言い方をしているの
も目につく。これは Joyce がそう書いてしまったもの
を直訳すればおおむねそうなるので，訳者が悪いわけ
ではないが，抵抗コイルの構造としては単に「絶縁の
ために絹で被覆されたプラチノイド線は私の指のとこ
ろでボビンに（2 重に）巻いてある」ということであ
る。絹の被覆だけがボビンに巻きつけてあるわけでは
ない。そして 5 訳ともここの「double」を訳していな
いのは，これもdoubleが欠落している比較的初期の版
を底本としていることの現れだろうと推測される。
『Portrait』の物理学講義の場面が『ETest』からの借用
であるという予備知識が無い状態では，double が有っ
ても無くても，次の文で1重巻きだと余分な電流が流
れると言っている意味がわかりづらいのであるが，
『ETest』の記述を読み，抵抗コイルの仕組を理解した
上で引用 1（と 5 つの訳）を改めて読んでみると，や
はり doubleを付けて先に 2重巻きの説明をした上で 1
重巻きの説明をするのでないと余計に意味が通じにく
いことは明白である。なお，丸谷の参考書のChester G. 
Anderson編, Viking, 1968年版では，このdoubleを補っ
ていない。 
 また，5訳とも，「an extra current」をそのまま訳した
だけのことではあるが，「余剰の電流」というような言
い方で，中立的ないしはやや否定的な意味に訳したの
は良かった。ここを，「1重巻きにすると，もっとたく
さんの電流を流すことができる」というふうに，肯定
的な意味に取ると，抵抗コイルの電気工学的な意味と
しては間違いだからである。ここでは，第 III節で説明
したように，2 重巻きにして磁界を相殺して誘導電流
の発生をわざと抑制しているのである。 
 最後に，海老池訳・永川訳・丸谷訳では，線を巻い
たボビンがパラフィンワックスで「飽和状態」になっ
ているとしているが，ここは当然，ボビン（正確には
ボビンを巻いている巻線）には熱いパラフィンワック
スを「浸透させてある」とか「染み込ませてある」な
どと訳すべきである。飽和状態では意味が通じない。 
 以上のような点に着目して物理学講義の場面の 5訳
を比較すると，電気工学的な意味の取り違えが少ない
のは飯島訳と大澤訳だが，飯島訳は「German silver」
を「ニッケル」と訳しているのに対し，大澤訳は「洋
銀」としてあるので，筆者には，物理学講義の場面に
関しては5訳の中では大澤訳が一番良いと思われる。 
 なお，丸谷訳の351頁には，F. W. Martinoに関して 
 
Ｆ・Ｗ・マーティノ アメリカの化学者フェルナ
ンド・ウッド・マーティン（一八六三―？）。マー
ティノはマーティンのラテン語化した名。 
引用15.  丸谷才一訳（集英社，初版，2009）[32] 
（351頁）脚注617より（太字ママ） 
 
という脚注が付けてあるが，第 IV 節で述べたように
SheffieldのFrederick William MartinoがF. W. Martinoそ
の人だとすれば，この脚注は誤りである。また，platinoid
に対しては 
 
プラチノイド 一種の洋銀で、銅、亜鉛、ニッケ
ルの合金に少量のタングステンまたはアルミニウ
ムを加えたもの。装飾または電気抵抗線に用いる。
引用16.  丸谷才一訳（集英社，初版，2009）[32] 
（351頁）脚注618より（太字ママ） 
 
という脚注が付けてあるが，筆者が調べた範囲では，
F. W. Martinoや抵抗コイルに関係するplatinoidといえ
ば，銅・亜鉛・ニッケル・タングステンの合金であり，
タングステンの代わりにアルミニウムを添加したもの
は文献に見当たらなかった。 
 
VI まとめ 
 第 III 節では，Joyce の『Portrait』の第 5 章で描写さ
れている物理学講義の場面と，電気工学の専門書
『ETest』第4版の抵抗コイルに関する説明とを比較し
て，両者の用語・論旨の偶然とは思えない類似性から，
前者の物理学講義の場面は，後者の説明を借用して小
説用に一部を書き改めたものであろうと結論した。さ
らに第 IV 節では，『Portrait』の物理学講義の場面で
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platinoid の発明者として紹介されている F. W. Martino
という人物について調査し，当時 Sheffield 在住で冶
金・金属製造業に携わっていた Frederick William 
MartinoがF. W. Martinoその人であろうと結論した。F. 
W. Martino に関しては，アメリカの化学者 Fernando 
Wood Martinであるとする従来の注釈の誤りに加えて，
彼が Martini-Henry ライフルの開発者であるというま
ことしやかな誤伝が流布していたこともわかり，F. W. 
Martino自身があたかもJoyceの創作にかかる謎めいた
一登場人物のようで，調べていて感興が尽きなかった。
なお，今回筆者の調べが行き届かなかった点について
は，今後も引き続いて調査をする必要があるだろう。 
また第 V 節では，『Portrait』の代表的な 5 つの日本
語訳について，物理学講義の場面の訳出における用語
を電気工学的な観点から比較した。物理学講義の場面
を局所的に見れば，用語の不適切による瑕疵が見られ
るものもあったが，いずれも力のこもった訳業である
ことは疑いない。ただし，5つの訳はみな「1964版」
よりも古い版を底本としていると推測されるので，今
後は，たとえば『G&H』[2] のような信頼できる新し
い版を底本にした新訳も待たれるところである。 
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